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ＩｎｔｈｅＣｈｉｃｈｉｂｕＴもrTainoftheYatsushiroMountainsinKumamotoPrefbcture,theLowerCretaceousSystem

ofthestudyareaisdividedintothe"Monobegawa”andPre-Sotoizumi(emend.)Groups・Ｔｈｅ"Monobegawa
輔

GroupiscomposedoftheKohara,Mitsumineyamaand'Ibyo(Newname)FormationsinascendingordenThePre‐
SotoizumiGroupcanbedividedintothreefbrmations,whichareHachiryuzan,Kesado,andlmaizumiFormations

inascendingorde限Inthispapenthestratigraphyisdescribedinsomedetail,withremarksoncorTelation,andthe
fbaturesofthebivalvefaunasaremadecleam

lntheChichibuTbrrain，manycharacteristicbivalvefaunashavebeenrecognizedfromvariouslocalitiesof

difYerentdepositionalenvironmentsandgeologicages､TheyareroughlygroupedintotheTbthyanFaunasandthe

Northem-Tbthyanfaunas､TheNorthem-Tbthyanfaunasofthｅｓｔｕｄｙａｒｅａｏｃｃｕｒｆｒｏｍｔｈｅ“Monobegawa”Group，
i､e・KoharaandMitsumineyamaFormations・Ｏｎｔｈｅｏｔｈｅｒｈａｎｄ,theTbthyanFaunasofthestudyareａｈａｖｅｂｅｅｎ
1℃portedfiPomthePre-SotoizumiGroup,i,e,HachiryuzanandKesadoFormations・

DatafiPombiostratigraphicstudyｩaswellasfieldevidence,indicatethatthePre-SotoizumiGroupisthrustover
the“Monobegawa"Groupboundedonverylowanglefaults．

ＫｅｙｗｏｒｄＳ：KumamotoPrefbcture,LowerCretaceousSystem,ChichibuTbrrain,Pre-SotoizumiGroup,thrust

と袈裟堂層の下位層準を含めた地質体を“先外和泉層

群，'と再定義して区分した．

八代市東方の九折地域でのそれらの関係は，物部川

層群に対比される地質体の上位に低角度断層を介して

衝上した“先外和泉層群，，が重なり，その後の鉛直方

向の断層運動で定置したと思われる地質体の存在が明

らかになったので報告する．
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熊本県の秩父帯（黒瀬川帯）に位置する八代山地お

よびその周辺には，下部白亜系堆積岩類が広く分布し

ている．この下部白亜系については，松本・勘米良

(1964）による詳しい報告があり，下位より海浦層，

川口層，八竜山層，日奈久層，八代層および砥用層に

区分され，四国の物部川層群に対比されていた．その

後,田代･池田（1987）は,八代山地を再調査した結果，

当地の下部白亜系が四国の物部川層群に対比される地

層群と，それとは岩相および化石相が異なる地質体を

識別し，それらを先外和泉層群（袈裟堂層および八代

層）と命名した．

田中ほか（1998）は，八代山地およびその周辺の

下部白亜系は四国の物部川層群に対比される地質体

2.地質概要

調査地域の下部白亜系は，東北東一西南西方向に延

びる２本の構造線，すなわち北は猫谷構造線，南は深

水構造線に挟まれた幅３～４kｍの日奈久帯に分布し

ている(図-1).猫谷構造線沿いには蛇紋岩を主体とし，

花尚岩および角閃岩の小岩体が分布する．一方，深水
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構造線は，蛇紋岩・花樹岩類・片麻岩類などが狭長な

帯状・レンズ状および線状に分布する．それらの構造

帯に挟まれた日奈久帯には，ペルム系の球磨層，上部

三畳系および中～上部ジュラ系の堆積物が分布する

(Miyamotoeta1.1993)．下部白亜系はこれらの堆積物
を基盤として主に北側は不整合，南側は断層関係で分

布している．

調査地域において四国の物部川層群に対比される下

部白亜系は，下位より小原層（オーテリビアン)，三

峰山層（バレミアン）および東陽層（アプチアン）が

識別された．一方，“先外和泉層群'，に対比される下

部白亜系は，八竜山層，袈裟堂層（バレミアン）およ

び今泉川層（アプチアン）がそれぞれ識別された．

なお，従来日奈久層とされていた地質体は，宮地帯

の田浦地域ですでに記載されているため，日奈久帯に

分布するそれは改称して新たに東陽層として記述す

る．
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3．九折地域の地質各論

3.1四国の物部川層群相当層

小原層田中ほか（1998）命名．模式地は東陽町

小原付近．岩相に基づき下部層･上部層に区分される．

下部層は，基盤を不整合に覆う厚い赤紫色篠岩層と赤

紫色砂岩,泥岩の互層からなり上方細粒化傾向を示す．

上部層は，粗粒砂岩・細粒砂岩・灰色泥岩・凝灰質泥

岩とそれらの互層からなる．砂岩は一般にワッケ質で

ある．汽水～極浅海相を示し層厚約５００ｍである．

調査地の細粒砂岩や泥質岩から領石フローラとして

しられるクラドフレビスやニルソニアなどの保存不良

の植物化石が多数産出する．模式地付近の林道沿いの

砂岩層からOz7ssos/花αaぼぴosejtje"s応等の二枚貝化

石を産する（LOC､07122501)．岩相や産出化石から四

国の物部川層群領石層に対比される.オーテリビアン．

三峰山層田中ほか（1998）命名．模式地は東陽

町小原南方約１kｍの小原滝近傍．小原層を整合に被

覆する薄い喋質砂岩層より始まり上位にむかい細粒

化し，最上部は砂質泥岩優勢な砂岩泥岩互層からな

る．浅海相を示し層厚約lOOmである．ＬＯＣ､32206や

ＬＯＣ､32207からﾉVど"〃eαα/α”，ノVt7"o"αWSyoAqya胸αｉ

およびウニ化石が産するとともに厚層頁岩中から

二次化石して汽水生二枚貝化石ﾉﾂﾋzyα”"α〃α"〃α""ノ

を見いだした（LOC､0840802)．また，九折東方の

LOC､0822401からＰ/e、"jgo"jα(s,s､）pocj"l/b'717is，

PC"わ"diasα"cﾙ"e"sjs,Ａｓ/α"es"6se"eααなどの二枚

貝を産する．これらの二枚貝化石はテチス北方型動

物群化石と呼ばれている（田代，l994b)．なお，村上

(1996）は調査地の東側（ＬＯＣ､5132）や中央部（LOC、

5154）の三峰山層の露頭から小数のＰ"/c〃e"jasp､や

○・io“”"/“（E"?erjcicems）ｓｐ.ａ征Ｅ､emerjciなどの

頭足類を報告している．岩相や産出化石から四国の物

部地域に分布する物部川層群物部層に対比される．バ

レミアン．

東陽層（改称）：本層はかって日奈久層とされてい

た地質体である．日奈久層は宮地帯の田浦地域で記載

されている（田代ほか，1994）ため日奈久帯の日奈久

層を改め東陽層と改称する．

本層はチャート主体の喋岩あるいは喋質砂岩・粗粒

砂岩～中粒砂岩が数ｍおきに繰り返される地層であ

る．向斜構造の軸部に分布し，調査地域では最上部層

である．岩相や層序関係から四国の物部川層群日比原

層基底部層に対比される．アプチアン．

3.2日奈久帯の“先外和泉層群”

調査地で確認された.‘先外和泉層群，･は，八竜山層，

袈裟堂層，今泉川層である．

八竜山層：八竜山層下部層は淘汰の良いチャートの

細喋からなる喋岩からなり，その上位に石灰質泥岩

や暗灰色～黒色の泥岩・シルトが厚く堆積する．二

枚貝化石は石灰質の部分から産出する傾向があり，

ﾉV卯o""'･jgo"ｉａＰ"cα/α,Pre'℃"jgo"jasp.などが産出す

る（図３.ＬＯＣ､0822403)．村上（1996）は．球磨川流

域の原女木西方の沢からﾊｨﾉcﾉ,e"ｊα(雄j”α)ｓｐ､ｃｆＨ

ｐﾉ℃w"ciaﾉな,Ｐ"たAeﾉﾉαＣＯ”ﾉ“s“”αなどのアンモナ

イトを報告している．バレミアン．

袈裟堂層：本層は喋岩および粗粒砂岩から始まり，

砂岩泥岩互層をへて，厚く成層した泥岩に至る．喋

岩はチャート磯が大部分で，その他に石英斑岩，珪

岩の中～細喋を含む．粗粒砂岩の中には．３～５ｍの
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細牒を含む黒色不純石灰岩レンズを挟んでいる（図

2)．粗粒砂岩はアレナイト質でありチャートの細牒を

含むものも認められるが，その主体は灰I』1色の砂岩で

あり，かなり石灰質の細粒物質を含んでいる計砂岩泥

岩互層は灰色の中・細粒砂器・シルト料・泥岩の厚

さ５０ｃｍ以下の亙層で．やや砂岩優勢の部分と泥質岩

優勢の部分とが繰り返す岩相を示す．化石は主に粗粒

砂岩から産出する．今回，調盗地から産出し同定さ

れた化石種は，ＩｔＩ６ｅａａｋａｌＡｓ"/,ハノ抑oﾉ7"ﾉgoﾉ7iα〃"cα/α，

P/eﾉ℃irﾉ電｡"Iiaa髄poci"i/bﾉ･ﾉ刀耐などのテチス型二枚貝

化石（田代．1994）である（Ⅸ'３.ＬＯＣ､32201､ＬＯＣ，

32202,ＬＯＣ､32203)．

本層の地質時代は屑序関係からアプチアンと考え

られていたが，本調査地域以外の下深水および座連

地域の同層準から産出したアンモナイトを同定し

た結果，LGp/oce,．α/oi‘“？sp､,ＰＩｌ/cﾙe/"α(ﾉ泥i"ゴα）

Pﾉひ'，i"ciα"s,Ｐ"/c〃e/"ａ（ﾉﾜ"/cﾙﾉe/"α）ｓＰ.,ＣﾉOceﾉ．α/"“

(０．/ocem/"es）ｓｐ.Ｋ上7ﾉｗｅ"iceﾉ･ａｓｏｂα/αｉ,Ｋ〔"ｗｅ"/Ｃｅﾉ･“

“/α"α"'7が識別された．これらのアンモナイト化石

が示唆する年代はバレミアンである．

なお,八竜山層と袈裟堂脚は'71時州'1の関係にある．

画

図２九折地域の斜交隔理を示す禰灰質砂岩

今泉川層：本層は喋岩．砂岩および泥岩の薄層を挟

在する粗粒岩層からはじまり．砂岩優勢な砂岩泥岩

互層をへて．凝灰岩薄届や石灰質のノジュールや約

50ｃｍの不純石灰岩レンズを狭在する厚く成願した泥

質岩に至る．

今泉川屑の産出化荊や時代論は，「『1中ほか(2002）

に取りまとめられているアプチアン

４．産出二枚貝化石

本論で議論する二枚貝化石は，九折北方のＬＯＣ、

32201､ＬＯＣ､32202,LOC､32203（図3）から産出した

ｌｈ６ｇａａｋａなz/i､MppOﾉ7"ﾉ･igOﾉ7/αｐﾉﾉαＩ/α,Ｐ/eﾉひ/ﾉ･ｊｇひﾉ7/αSp，

afERpoci"加ﾉ．"'耐である．これらの化石はテチス型

二枚貝化石群（田代1994）を構成する属種である

化石が産出した周辺の地質は下位よりチャート篠を

含む粗粒砂岩，石灰質砂岩および頁岩からなり，比較

的下位層準に石灰岩レンズを挟在する．その石灰岩レ

ンズの上位層準から散点的に二枚貝化石を産出するが

'保存不良である．

Ｉｈ６ｅａａﾉtaxsM〃(Hayami）

殻の外形は，殻頂が太く，商<突き出すため，縦長

の三角形を呈する．殻緑の内側には】tI6ea.""αﾉ7Ce".y1ｓ

と比較してやや少なめの強い刻み模様がある．

本種は大分県の先外和泉嚇群溜水〃#から産出の報告

がある．

Ｍ”｡""ﾉ･igo"i〃"camKobayashi2mdNakano

本種は殻の外形は丸みのある三角形を呈するのに対

して，ノV:ｋ伽cﾙiα"αの外形は丸みのある四角形であ

る.本種の殻の膨らみはﾉv:〃k"cﾙﾉα”と比較して弱く，

その膨らみはカリナ近くで最大になるのに対･して。ノv：

雌"cﾙiα"αは殻の中央部が良く膨らむことで区別でき

る．殻頂部の同心円状肋は２～３本と少なく、それ以

外の核表の装飾はない．

本種は大分県の先外和泉屑群小坂層から産出する．

Ｐ”．Ｏ力電o"iasp､mffRﾉﾌ゙pci"Z/bﾉ‘"'is(Ybkoyama）

殻表・エリアの肋・小肋の配列はﾙoAAqi‘わα"αに似

るが，肋の数が少なく肋頂には順粒状の装飾が殆ど見

られず，殻はそれよりも小さい．｜ﾉ1肋は"oc"ﾉbﾉ刀加

Ａに似る．

本種は南海脚群および新庄川伸１群から知られてい

る‐

４．袈裟堂層の岩相の特徴とテチス型

二枚貝化石産出の意義

4.1袈裟堂層の岩相の特徴

袈裟堂層の岩相の特徴は，図２に示すような３～

5ｍの黒色不純石灰岩レンズを含む事である．このよ‘
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1１
図４九折地域の下部白亜系の地質断面側

うな，石灰岩レンズを挟む下部白亜系の地質体は大分

県の小坂層でも確認されており，おそらく同騨位のも

のと思われる．なお，九州の“物部川層群”に対比さ

れる地質体からは，このような石灰岩レンズを峡在す

る地質体は知られていない．

4.2テチス型二枚貝化石の産出の意義

今回，九折の北のＬＯＣ､32201,ＬＯＣ､32202,ＬＯＣ、

32203地点より見いだした二枚貝化石群集は，アプチ

アンのテチス型動物群（'nashiro,1990）とほぼ一致す

るものであり，それを含む地質体は“先外和泉層群”

に帰属する．九折地域では，図３に示すようにテチス

北方型動物群を産する‘‘物部川臓群”相当屑の三峰山

層や東陽層などの累屑が北東一南西方向の軸をもつ向

斜構造をなして広く分布している．その中に全くそれ

と岩相と化石群集が異なる袈裟堂届("先外和泉屑群伽）

が向斜構造を呈する三峰山屑や東陽隔の分布域内に周

囲を断層で限られて北東一南西方向に長さ約６００，，

幅約150ｍの細長くのびた長方形の形状で取り込まれ

ている．

このように同一地域で異なる動物群を産する地隔が

近接して分布することは，両者の間に何らかの環境的

相違が存在していたと考えられる．四国および九州に

おける二枚貝化石相の解析から，テチス北方型動物群

と比べてテチス型動物群はＣｌｌｃ""αeαや厚歯二枚貝を

産するなど南方要素が強いと考えられている.これは，

テチス型動物群を産する地質体が石灰質でありサンゴ

や大型のネリニアを産することからも窺える．テチス

北方型動物群とテチス型動物群との群集構成の違い

は，同一生物地理区内における緯度差に起因すると指

摘されている（ｍ代，1994;田中ほか、１９９８など)．こ

のように緯度差に起因する異なる群集が同一地域に分

布することは，黒瀬川構造梢の横ずれ運動や中央榊造

線の活動とも関連させて考える必要がある．

九折地域の上記内容の調査結果は，“物部川層群.、

相当層の三峰山層および東陽層と“先外和泉層群，'袈

裟堂層の構造的関係が，後者が前者の上に低角度断層

を介して衝上し，現在ではそれらの分布および露頭状

況から判断して高角度断層で再配置したと考えられ

る．このような“先外和泉層群，'が低角度断層を介し

て衝上し，その後の構造運動で定置したとする構造関

係は，鹿児島県の久見崎地域（田中ほか，1999)，宮

崎県五ヶ瀬地域（田中ほか，1997)，大分県侃楯山地

域（TImaka,Ｈ・’1989;TanakaetaL,1996）および大分

県無垢島地域（田中ほか．2007）で確認されている．

5.九州の下部白亜系の特異性と構造発達史

ｌ：九州各地域の“先外和泉層群”に相当する累層は，

熊本県八代地域では下位より黒崎層，川口層，八竜山

層，袈裟堂層，今泉川層および八代層，宮崎県五ヶ瀬

地域では高畑層および田原層，大分県侃楯山地域では

小坂層，溜水層，須久'保層および田野層群，無垢島地

域では豊後層，鹿児島県久見lIl奇層などがある（表l)．

これらの累屑から産出する化石は，テチス型動物群に

帰属する．

２：九州各地域の“物部川層群”に相当する累層は，

熊本県八代地域では下･位より小原層，八峰山層，東陽

届下部層，東陽層上部層（以上日奈久帯）および宮地

届，砥用層（日奈久層）（以上宮地帯)，宮崎県五ヶ瀬

地域では戸川層，津花層，笠部層および芝の元層，大

分県'１，楯山地域では腰越層およびWim楯山層，無垢島地

域では地無垢島層および沖無垢島層などがある（表l）

３：“先外和泉屑群''は，熊本県の八代地域にまとまっ

て分布するが，その他の地域では臼杵一八代構造線の

南側に細切れ状に分布し，その一部は秩父帯中帯（黒

瀬川帯）に分布する物部川層群を覆って分布する



6４ 田中均・本多栄喜・高橋努・内田暁男・三宅由洋・藤灘聖史

表ｌ九州の白亜系の対比表

物部川層群相当層 "先外和泉層群,，

大分県 宮崎県 熊本県 地質年代 熊 本 県 鹿児島県 宮崎県 大分県

無垢島地域 偲楯山地域 五ヶ瀬地域 宮地帯 日奈久帯 日奈久帯 宮地帯 久見崎地域 五ヶ瀬地域 侃棚山地域 焦垢島地域

セノマニアン 田原層 田野層群

高畑層 須久保層

芝の元層 日奈久層

(砥用層）

東陽層

上部層 アルピアン

八代層 久見崎層

溜水層Ｂ 豊後層

笠部層 宮地層
東陽層

下部層
アプチアン 今泉川層

溜水層Ａ

小坂層

沖無垢島層 個楯山層 津花層 三峰山層 バレミアン

地無垢島層 腰越層 戸川層 小原層 オーテリビアン

川口層
'《ランンギニアン

ペリアシアン 黒崎層

４：.‘先外和泉層群”の岩相・層序・化石相は物部川層

群のそれらとは大きく異なり．四国の南海層群や九州

の上部白亜系御所浦層群や御船層群と類似している．

5：アルビアン（約１億年前）の時代に形成された“先

外和泉層群”八代層は著しい上方粗粒化を示すデルタ

堆積物である．このような上方粗粒化傾向を示す岩相

は，中～上部白亜系御所浦層群や御船層群にも見ら

れ，さらに産出化石群にも共通性が認められている

(T1ashiroandTmaka,1992)．一方，この時代の四国の

物部川層群や南海層群は列島規模で生じたアルビン

海進の堆積物（貧酸素環境を暗示する暗灰色泥岩卓越

層）からなり，“先外和泉層群，，の岩相とは大きく異

なっている．

６：‘‘先外和泉層群，，の岩相・化石相が上部白亜系と関

連することや，さらに大分県では小坂層，溜水層，田

野層群・大野川層群が下位から連続する構造的位置関

係にあることから．もともと・・先外和泉層群，･は領家

帯の白亜系と考えられる．また，これに関連する構造

地質学的事象として大野層群が三波川変成岩に対し

て．南西方向に衝上したことが報告されている（山北

ほか，1995)．

７：“先外和泉層群，'は物部川層群の地質構造とは全く

異質の地質構造を呈している．それは，“先外和泉層

群”の傾斜が，熊本県の宮地帯では八代層が水平か緩

く北傾斜を呈するのに対して物部川層群のそれは折り

畳まれた向斜構造をなしている．また,"先外和泉層群'・

は，物部川層群相当層を構造的に覆って分布するが，

北東側の大分より南西側の熊本ほどその構造的被りの

規模は大きくなる傾向が認められる．換言すれば,“先

外和泉層群”の北（大陸）から南（大洋）への衝上は，

南西側ほど大きかったと推定される．

８：この低角度の成因については．新生代に入って中

央構造線が左横ずれ運動から右横ずれ運動に変化した

時期に中央構造線に収散するようなNE-SW系の衝上

断層（古中央構造線）の活動期（田代，1994,1996)，

日本海が拡大した時期ｌ５Ｍａ（鳥居ほか，１９８５；

OtofUjiet.ａ1.,1985）あるいはｌ４Ｍａ以前に形成された

北薩屈曲（村田，1998）等の構造運動に関連して形

成されたと考えられる．
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１．古第三紀の時期

“先外和泉層群”の岩相や化石相が

上部白亜系と関連する事や，さらに大

分県では“先外和泉層群”の小坂層や

田野層群，大野川層群が下位から連続
する構造的位置関係にあることから，

もともと“先外和泉層群は，，領家帯の

白亜系とみなせる．

雲塞
／量 ．f奮函

ﾐ壷毒毒雲≧
こき－

霞亀議
亀畢

鎚露

鶴i鍔
鍬2K限，Ｘ〔§

緬嬬鱒

２～３．中新世の時期

中央構造線が左横ずれ運動から右横

ずれに変化した時期，日本海の拡大し

た時期あるいは北薩屈曲形成時期など

に，それらの中のいくつかの櫛造運動
に起因して内帯に分布していた白亜系

（“先外和泉層群'，）が外帯の下部白

亜系（“物部川層群'，）の上に低角度

断層を介して衝上して重なった．

４．現在

現在の“先外和泉層群”や物部川層群
相当層の分布・露頭状況は，それらが重

なった以降の高角度断層運動で規制され

ている．したがって，“先外和泉層群”

は“物部川層群”や基盤岩に対してはい

ずれも断層関係である。

匡二三雲雲慧
／ 雪雲=謬溌。
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図７九州地方の下部白亜系を中心とした構造発達史
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